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月
５
日
、
神
埼
市
中
央
公
民
館

１１
で
神
埼
市
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

遺
族
ら
約
４
６
０
人
が
出
席
し
、

戦
争
で
失
っ
た
肉
親
の
冥
福
を
祈
る

と
と
も
に
、
平
和
へ
の
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
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脊
振
小
学
校
で
は
、　

月
に
な
る

１１

と
毎
年
、
一
番
ヶ
瀬
克
己
さ
ん
（
脊

振
町
）
の
ご
厚
意
で
、
ほ
う
れ
ん
草

の
収
穫
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
作
ら
れ
て
い

る
１
棟
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
子

ど
も
た
ち
も
「
ほ
う
れ
ん
草
狩
り
」

と
い
っ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

収
穫
し
た
ほ
う
れ
ん
草
は
、
家
庭

へ
の
お
み
や
げ
と
な
り
家
の
人
を
喜

ば
せ
て
い
ま
す
。
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月　

日
、「
ふ
る
さ
と
緑
化
事

１０

１８

業
」
と
し
て
、
ち
よ
だ
保
育
園
に
神

埼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
藤
、
椎

の
木
、
藤
棚
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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月
４
日
、
王
仁
博
士
生
誕
地
遺

１１
跡
が
あ
る
大
韓
民
国
霊
岩
郡
か
ら　
１６

人
が
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
本
年
７
月
に
神

埼
市
か
ら
王
仁
博
士
生
誕
地
の
調
査

研
究
を
目
的
に
表
敬
訪
問
し
、
交
流

を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
実
現
し
ま

し
た
。

竹
原
（
神
埼
町
）
の
王
仁
天
満
宮
・

鰐
神
社
で
は
、
石
碑
の
建
立
年
代
や

目
的
・
歴
史
的
背
景
な
ど
大
変
熱
心

に
質
問
を
さ
れ
、
日
本
に
渡
来
し
た

王
仁
博
士
が
何
ら
か
の
形
で
こ
の
神

埼
に
足
跡
を
し
る
し
た
の
で
は
な
い

か
、
我
国
に
は
じ
め
て
漢
字
を
も
た

ら
し
た
人
物
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
大
変
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

月
６
日
、
大
立
寺
幼
稚
園
（
千

１１
代
田
町
）
に
、
特
定
非
営
利
法
人
「
そ

ら
べ
あ
基
金
」（
東
京
都
）
か
ら
太
陽

光
発
電
施
設
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
約

１
５
０
の
幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
３

園
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
電
施
設
に
よ
り
、
園
の
一

日
の
消
費
量
の
２
割
を
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
親
子
が
温
暖

化
の
影
響
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
る
と

い
う
物
語
の
紙
芝
居
を
聞
い
た
後
、

屋
根
に
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
前
で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ

ン
バ
ー
、
園
児
、
保
護
者
、
千
代
田

町
緑
の
少
年
団
な
ど
が
参
加
。
大
き

く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
た

ち
か
ら
は
、「
保
育
園
の
み
ん
な
で

大
き
な
木
に
な
る
よ
う
に
、
大
切
に

育
て
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
伝
え

ま
し
た
。

ま
た
、
植
樹
後
、
保
育
園
横
の「
わ

ん
ぱ
く
ふ
れ
あ
い
農
園
」
に
植
え
付

け
た
「
さ
つ
ま
い
も
」
を
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
一

緒
に
芋
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。
土
の

中
か
ら
出
て
く
る
お
芋
に
、
お
お
き

な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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神
埼
市
文
化
連
盟
の
文
化
祭
は
、

　

月　

日
か
ら
の
脊
振
森
林
の
里

１０

２５

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
皮
切
り
に
、
神

埼
、
千
代
田
各
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

連
日
好
天
に
恵
ま
れ
、
各
会
場
と

も
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

月　

日
に
は
、
前
夜
祭
と
し
て

１０

２５

神
埼
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
ジ
プ

シ
ー
音
楽
を
中
心
に
し
た
フ
ラ
ク
タ

ル
・
ラ
イ
ブ
を
行
い
、　

日
に
は
、

２６

恒
例
の
小
学
生
に
よ
る
学
年
別
の
劇

や
歌
で
熱
演
、
会
員
に
よ
る
歌
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
ま
た
育
友
会
の
バ

ザ
ー
、
自
衛
隊
の
野
外
炊
飯
（
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
）、
農
産
物
販
売
、
餅
つ
き

（
ふ
る
ま
い
餅
）
も
人
気
を
呼
び
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

月　

日
か
ら　

月
２
日
ま
で
行

１０

３１

１１

わ
れ
、
２
日
は
、　

組
約
２
５
０
人

２１

が
ス
テ
ー
ジ
で
演
技
を
披
露
し
ま
し

た
。作

品
展
示
は
、
今
回
初
め
て
会
場

を
保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

菊
花
展
と
生
花
展
示
を
「
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル
」
の
ホ
ワ
イ
エ
で
行
い
、
華

や
か
な
演
出
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
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節
子
さ
ん
（
俳
句
）、
馬
場
典
子
さ
ん

（
日
舞
）、
平
山
伊
代
さ
ん
（
茶
道
）

の
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
日
に
行
わ
れ
た
「
美
し

い
日
本
語
暗
唱
大
会
」
に
は
、
小
学

生
ら　

人
が
出
場
。
保
護
者
た
ち
が

８５

見
守
る
中
で
熱
弁
を
ふ
る
い
、
盛
ん

な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

大
賞
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
	

田
村
圭
司
郎
（
神
埼
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

牟
田　

龍
矢
（
西
郷
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

堤　
　

彩
華
（
神
埼
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

中
島　

涼
菜
（
西
郷
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

宇
木　

太
河
（
神
埼
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

江
島　

嵩
瑛
（
西
郷
小
）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

月　

日
、
上
犬
童
公
民
館
（
千

１０

１８

代
田
町
）
で
、
上
犬
童
と
下
犬
童
地

区
の
小
学
生
親
子
や
両
地
区
の
婦
人

会
員
ら
約　

人
が
、
ク
リ
ー
ク
の
水

８０

を
浄
化
し
よ
う
と
キ
ト
サ
ン
団
子
を

作
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
昨
年
、
千
代
田
町

婦
人
会
（
北
川
結
子
会
長
）
が
県
地

域
婦
人
連
絡
協
議
会
の
「
親
子
で
守

ろ
う
環
境
事
業
」
補
助
を
受
け
、
上

犬
童
地
区
で
キ
ト
サ
ン
団
子
を
地
区

内
の
ク
リ
ー
ク
に
投
入
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ク
リ
ー
ク
の
水
が
き
れ

い
に
澄
ん
だ
の
で
、
今
年
度
は
、
実

施
区
域
を
広
げ
て
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
土
に
キ
ト
サ
ン

（
紅
ず
わ
い
ガ
ニ
の
殻
か
ら
抽
出
）

や
有
用
微
生
物
群
と
糖
蜜
、
そ
し
て

米
ぬ
か
を
混
ぜ
た
も
の
を
丸
め
、
手

を
土
で
黒
く
汚
し
な
が
ら
も
、
楽
し

そ
う
に
約
２,
０
０
０
個
の
キ
ト
サ

ン
団
子
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
キ
ト
サ
ン
団
子
は
、　

月
１

１１

日
に
上
犬
童
地
区
、　

月
８
日
に
下

１１

犬
童
地
区
の
ク
リ
ー
ク
に
、
環
境
向

上
の
期
待
を
込
め
て
投
入
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

月　

日
か
ら　

月
３
日
ま
で
行

１０

３１

１１

わ
れ
、
神
埼
市
中
央
公
民
館
全
館
に

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
３
日
は
、
式
典
を
は
さ

ん
で
ス
テ
ー
ジ
で
は
終
日
、
舞
台
絵

巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
、
抽
選
会
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

式
典
の
席
上
、
本
年
度
文
化
功
労

者
に
栗
山
吉
継
さ
ん
（
吟
詠
）、
執
行

今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

月
２
日
、
第
１
回
お
ゆ
ず
り
会

１１
（
千
代
田
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会

主
催
）
が
、
千
代
田
総
合
支
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

数
多
く
の
衣
類
や
ベ
ビ
ー
用
品
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
大
好
評
で
盛

会
に
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、　

月　

日
、
神
埼
町
保
健

１１

１３

セ
ン
タ
ー
（
神
埼
町
母
子
保
健
推
進

協
議
会
主
催
）
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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月
４
日
、
第
３
回
神
埼
市
櫛
田

１０
宮
子
ど
も
相
撲
大
会
が
櫛
田
宮
相
撲

場
（
神
埼
町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で　

人
が
、

４８

参
加
。
週
２
回
、
相
撲
ク
ラ
ブ
に
よ

る
指
導
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

随
所
に
練
習
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し

た
。優

勝
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�

（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

大
田　

愛
子
（
神
埼
幼
稚
園
）

�
�
�
�
�
�
�
	

友
永　

健
生
（
神
埼
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

大
田　

哲
也
（
仁
比
山
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

家
永　

孝
紀
（
千
代
田
東
部
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

福
岡　

亮
太
（
神
埼
相
撲
ク
ラ
ブ
・
佐
賀
市

）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

江
口　

雄
智
（
西
郷
小
）

�
�
�
�
�
�
�

鶴　

拓
美
（
神
埼
中
）

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
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千
代
田
Ｂ

�
�
�
�
�
�
��
�
	


�
�
�

�

西
郷
Ａ

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
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月　

日
、　

日
、
伊
万
里
市
、
有

１０

１８

１９

田
町
を
中
心
に
第　

回
県
民
体
育
大

６１

会
が
行
わ
れ
、
神
埼
市
は
、
市
の
部
に

お
い
て
総
合
７
位
で
し
た
。

市
を
代
表
し
て
、　

競
技
に
３
６
９

１７

人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
白
熱
し
た

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
ら
れ
た
方

は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

�
�
�

�

松
永　

正
則
（
神
埼
町
）

・　
�
　

歳　

Ｍ
自
由
形

５０

５９

２５

・　
�
　

歳　

Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５０

５９

２５

�
�
�重

松　

宏
樹
（
千
代
田
町
）

・　
�
　

歳
２
０
０
Ｍ

１８

２９

�
�
�
�
（　

歳
以
下
）

５９

田
中　

孝
弘
（
千
代
田
町
）

�
�
�一

般
男
子
Ａ
チ
ー
ム

�
�
�
�
�
�
�

神
埼
市
Ａ
チ
ー
ム

�
�
�
�
�
�
�
	

鵜
池
健
太
郎
（
千
代
田
東
部
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

野
口　

健
汰
（
千
代
田
西
部
小
）

�
�
�
�

千
代
田
西
部
小
学
校
Ａ

　

月　

日
、
第
３
回
次
郎
の
里
相

１０

２５

撲
大
会
が
次
郎
の
森
公
園
相
撲
場

（
千
代
田
町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
１
２
２
人

が
参
加
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

た
ち
の
姿
と
多
く
の
保
護
者
な
ど
の

声
援
の
中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

優
勝
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
 

（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�

坂
井　

裕
八
（
ち
と
せ
幼
稚
園
）

�
�
�
�
�
�
�
	

實
松
慎
太
郎
（
神
埼
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

大
坪　

篤
希
（
千
代
田
中
部
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

松
本　

昇
磨
（
千
代
田
西
部
小
）

�
�
�
�
�
�
�
	

福
岡　

亮
太
（
神
埼
相
撲
ク
ラ
ブ
・
佐
賀
市

）

�
�
�
�
�
�

小林正明さん（神埼町）
県医薬品小売商業組合理事長

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



故西田政之さん（神埼町）
元ＮＴＴ

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

江頭久治さん（千代田町）
元警視

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

　

月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、
第

１０

１８

２１

　

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

２１シ
ョ
ン
祭
が
滋
賀
県
で
行
わ
れ
ま
し

た
。県

を
代
表
し
、
神
埼
市
か
ら
５
種
目

８
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

上
位
に
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
	

最
所　

巖
（
神
埼
町
）

・
男
子　

歳
以
上
１
０
０
Ｍ 

２
位

８０

・
男
子　

歳
以
上　

Ｍ 

３
位

８０

６０
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月　

日
、
神
埼
町
交
通
安
全
協

１１

１０

会
（
王
丸
義
隆
会
長
）、
神
埼
警
察
署

に
よ
り
町
内
４
箇
所
に
お
い
て
、
薄

暮
交
通
安
全
街
頭
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

夕
暮
れ
が
早
ま
る
こ
の
時
季
に
帰

宅
す
る
中
学
生
や
高
校
生
な
ど
に
対

し
、
反
射
材
付
の
手
袋
と
「
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
運
動
」
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
早
速
、
手
袋
を
つ

け
、
家
路
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

月　

日
、
せ
ふ
り
保
育
園
で
農

１０

２５

家
生
活
指
導
士
の
佐
藤
由
美
子
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、「
お
や
つ
を
見
直

そ
う
〜
蒸
し
野
菜
を
お
や
つ
に
〜
」

と
題
し
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
農
家
に
嫁
い
で
３

人
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
野
菜
や
米

作
り
を
両
親
に
学
び
、
大
変
だ
っ
た

こ
と
や
そ
れ
以
上
に
喜
び
を
味
わ
っ

た
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
お
や
つ
作
り
体
験
」
を

行
い
、
佐
藤
さ
ん
宅
の
畑
で
採
れ
た

ピ
ー
マ
ン
、
パ
プ
リ
カ
、
し
い
た
け
、

里
芋
な
ど
の
野
菜
を
年
長
児
が
切
り
、

塩
を
ひ
と
ふ
り
し
て
蒸
し
ま
し
た
。

　

月　

日
、
神
埼
町
交
通
安
全
協

１１

１０

会
（
王
丸
義
隆
会
長
）
が
、
交
通
安

全
看
板
２
種
類
と
反
射
材
付
手
袋
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
、「
神
埼
市
の
交
通

安
全
の
た
め
、
有
効
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
神
埼
市
交
通
指
導

員
の
亀�
猛
中
部
隊
長
か
ら
は
、

「
子
ど
も
向
け
の
看
板
を
神
埼
町
内

の
３
小
学
校
へ
、
一
般
向
け
の
看
板

を
駅
の
南
北
に
あ
る
駐
輪
場
に
設
置

し
、
神
埼
市
の
皆
さ
ん
へ
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
ら
れ
ま
し
た
。
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月
８
日
、
岩
石
康
生
さ
ん
（
神

１０
埼
町
）
が
本
人
所
有
の
畑
の
た
ま
り

水
で
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
（
水
生
昆
虫
）

を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
身
の
周
り
に
存
在
す
る

自
然
を
見
つ
め
直
し
、
自
然
観
察
へ

の
関
心
を
高
め
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
、
現
在
、
地
元
の
西
郷
小
学
校

に
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

最
近
、
滅
多
に
見
る
こ
と
の
で
き

な
く
な
っ
た
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
、
お
尻

に
空
気
の
泡
を
つ
け
て
泳
ぎ
、
泡
が

小
さ
く
な
る
と
、
空
気
を
吸
う
た
め

に
水
面
へ
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
行
動
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
可
愛
ら

し
い
遊
泳
シ
ー
ン
を
観
察
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

月　

日
、
神
埼
市
ク
リ
ー
ン
作

１０

１９

戦
と
第　

回
筑
後
川
水
系（
筑
後
川
・

２３

城
原
川
）
河
川
美
化
運
動
「
ノ
ー
ポ

イ
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
道
路

や
河
川
・
公
園
な
ど
に
ご
み
の
散
乱

が
な
く
な
り
、
美
し
い
神
埼
市
に
な

り
ま
し
た
。

今
後
と
も
環
境
美
化
の
推
進
と
地

域
ご
と
の
清
掃
活
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

い
つ
も
は
野
菜
を
苦
手
と
す
る
子

ど
も
た
ち
も
「
お
い
し
い
」
と
言
っ

て
、
大
根
葉
の
お
に
ぎ
り
と
し
い
た

け
の
味
噌
汁
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
く

れ
ま
し
た
。
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